
ストパネ⼯法について 1

【特徴】
①汎⽤資材のコンクリート使⽤による

LCC (Life Cycle Cost) の低減
②コンクリートのアルカリ性による
腐⾷抑制効果

③外⼒に対する耐荷⼒の向上

維持管理（ストックマネジメント）に資するパネル⼯法
＝ ストパネ⼯法

既設鋼⽮板の
腐⾷領域
（⼲満帯）

被覆コンクリ－ト

プレキャストパネル
（ストパネル）
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既設鋼⽮板の腐⾷領域をプレキャスト
パネル（ストパネル）と被覆コンクリー
トからなる鋼⽮板-コンクリート複合構造
により防⾷する

⼯法概要 2

構造概念
施⼯事例

基礎材

ストパネル

笠コンクリート

腐⾷領域

被覆
コンクリート
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ストパネ⼯法技術供与社名簿
平成28年10⽉3⽇

No. 会社名 住所 TEL 備考欄
1 安達建設興業(株) 新潟市南区⽩根⽇の出町６－２５ 025-372-2153
2 五⼗嵐建設⼯業(株) 新潟市江南区⻲⽥本町２－２－４０ 025-381-8244
3 (株)⽯井組 新発⽥市⼩⾈町１－７－１ 0254-22-3261
4 ⽯⾼建設㈱ 柏崎市三和町３－３７ 0257-23-3320
5 (株)伊藤組 新発⽥市島潟１２７３－１ 0254-22-4176
6 (株)岩村組 新発⽥市⼤⼿町４－３－２１ 0254-20-5550
7 (株)植⽊組 柏崎市新橋２－８ 0257-43-9271
8 (株)⼤⽯組 ⻑岡市南町２－４－４ 0258-35-5511
9 (株)⼩川組 新潟市秋葉区古津１８４０ 0250-22-1700
10 (株)⼩野組 胎内市⻄栄町２－２３ 0254-43-2123
11 グリーン産業㈱ 新潟市中央区神道寺２－２－１０ 025-242-2711
12 (株)⼩林組 阿賀野市曽郷３０２ 0250-67-2341
13 (株)⼩林組 柏崎市⼤字上⽥尻３１７９－９ 0257-23-2220
14 (株)坂詰組 阿賀野市保⽥４１７７－１ 0250-68-5555
15 新発⽥建設㈱ 新発⽥市富塚１９４２ 0254-27-5711
16 曽根建(株) 北蒲原郡聖籠町⼤字蓮潟２４９２ 0254-27-5111
17 (株)⾼橋組 ⼗⽇町市松之⼭湯本１３８０－１ 025-596-3125
18 ⽥中産業㈱ 上越市⼤字⼟橋１９２８ 025-525-3000
19 (株)種村建設 南⿂沼市⽔尾４１７ 025-779-2311
20 (株)中越興業 ⻑岡市喜多町１０７８－１ 0258-27-0711
21 (株)テックアサヒ 新潟市江南区⼤渕６２６－１ 025-277-2447
22 (株)永井⼯業 ⻑岡市浦６３６４－５ 0258-92-3145
23 (株)中元組 ⻑岡市寺泊松沢町９３５３－１４ 0258-75-3151
24 (株)廣瀨 新潟市⻄区善久８２３ 025-377-1500
25 (株)帆苅組 阿賀野市保⽥１１１１ 0250-68-1166
26 丸運建設㈱ 新潟市中央区幸⻄１－４－２１ 025-245-4311
27 丸⾼建設㈱ 柏崎市畔屋９９１－３ 0257-24-2121
28 (株)丸⼭⼯務所 ⼗⽇町市稲葉４５６－１ 025-757-8125
29 (株)⽔倉組 新潟市⻄蒲区巻甲5480番地 0256-72-2371
30 (株)村⼭⼟建 ⼗⽇町市⼭本町１－７１－１ 025-752-2781
31 ⼤和運送建設㈱ 柏崎市北⽃町４－７３ 0257-23-1111
32 (株)横井組 村上市古渡路６００ 0254-53-7880

地域に根差した地元企業による問題解決⇒地域貢献

鋼⽮板⽔路の腐⾷問題

新潟県の特徴的な技術課題である
腐⾷鋼⽮板の再⽣・保全の技術確⽴

農林⽔産省 新潟県

新潟⼤学

ストパネ⼯法
特別な技術・材料を必要としない、
どの企業でも扱える画期的な補修⼯法

官⺠連携
新技術研究
開発事業

Made in 新潟
新技術普及・
活⽤制度

ストパネ⼯法研究会

技術供与先 県内32社
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※パネル被覆⼯法に使⽤する材料・⼯法は、下記の品質規格を満⾜しなければならない。

表-1 パネル被覆⼯法に使⽤する材料・⼯法の品質規格（検討中案）

農業⽔利施設の補修・補強⼯事に関するマニュアル
【鋼⽮板排⽔路防⾷・補修・補強編】

平成30年3⽉発⾏予定

農林⽔産省「官⺠連携新技術研究開発事業」概要

藤村ヒューム管・⽔倉組他2社

新潟⼤学農学部農村⼯学研究領域

農林⽔産省農村振興局

施⼯技術の⾼度化 品質の定量化

研究課題：プレキャストパネルを活⽤したコンクリート被覆
に基づく腐⾷鋼⽮板⽔路の迅速再⽣技術の開発

プレキャストパネルの耐摩耗性能が品
質規格値を満⾜することを確認

気象や流⽔環境に影響されない⽔路の確保

⽔砂噴流摩耗試験

回転⽅向
回転ドラム

噴射⼝
⽔砂

粗度係数算出試験

粗度係数算出試験より、プレキャスト
パネルの粗度係数n=0.010を算出

流⽔

作業範囲作業範囲

鋼製組⽴式仮設⽔路

6

◆ストパネル
使⽤材料：耐アルカリ性ガラス繊維補強モルタル

とステンレス鋼メッシュ
⼨ 法：50cm×50cm×3cm
製品質量：16.9kg／枚
圧縮強度：75N/mm2相当

（JIS規格コンクリート⽮板 60N/mm2）

使⽤材料

軽量プレキャストパネルにより狭隘な鋼⽮板
⽔路での⼈⼒施⼯が可能
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資材名 規 格 適⽤⼯種
ストパネル 500×500×30mm パネル設置
接続⾦具 SS400、亜鉛メッキ処理 〃
再⽣クラッシャラン RC-40 基礎砕⽯
⽣コンクリート(⾼炉) 21-12-25 B種 被覆コンクリート
⽣コンクリート(⾼炉) 18-8-25 B種 均しコンクリート
伸縮⽬地材 エラスチックフィラー10mm ⽬地処理
シリコンシーリング材 1成分型シリコンシーラント330ml（カートリッジ） 〃

接続⾦具I型（裏側）接続⾦具I型（表側）ストパネル（表側）

◆接続⾦具
材 質：SS400相当
表⾯処理：電気亜鉛メッキ

ストパネル（裏側）

ストパネル・接続⾦具 詳細図 8

前⾯ 側⾯ 接続⾦具

接続⾦具により固定

鋼⽮板
に溶接

鋼⽮板
に溶接

前⾯ 裏⾯



使⽤機械 9

機械名 型式・規格 備考

4ｔユニック クレーン装置付・4ｔ積・2.9ｔ吊 ストパネルの荷卸し
⾼圧洗浄機 エンジン式 洗浄時圧⼒14.7MPa以上 下地処理
貯⽔タンク 300L⽤ 下地処理
電気溶接機 150A ガソリン 接続⾦具溶接
コンクリートポンプ⾞ ブーム式圧送能⼒ 90〜110m3/h コンクリート打設

⾼圧洗浄機・貯⽔タンク 電気溶接機 コンクリートポンプ⾞

特殊な施⼯機械を必要としないため、⾃社施⼯が可能

施⼯⼿順 10

①下地処理

②基礎砕⽯・
均しコンクリート打設

③ストパネル設置

④被覆コンクリート
ポンプ⾞打設

START

END

①下地処理

施⼯前

②基礎砕⽯・均しコン

③ストパネル設置

④コンクリート打設

施⼯完了

①下地処理

②基礎砕⽯・
均しコンクリート打設

③ストパネル設置

④被覆コンクリート
ポンプ⾞打設

START

END

1. ⾼圧洗浄機（洗浄時圧⼒14.7MPa以上）により、鋼⽮板の洗浄を⾏う。
2. ⼈⼒によるケレン作業を併⽤して、溶接作業に⽀障が無いように浮き錆

を除去する。
3. 洗浄後、⽬視にて外観検査を⾏う（3種ケレン相当）。

⾼圧洗浄状況 接続⾦具溶接部のケレン処理

下地処理完了

施⼯⼿順 ◆①下地処理-1 11

①下地処理

②基礎砕⽯・
均しコンクリート打設

③ストパネル設置

④被覆コンクリート
ポンプ⾞打設

START

END

施⼯⼿順 ◆①下地処理-2 12

断⾯修復（プレート溶接）※2
継⽬部の
⽌⽔処理※1

※1.継⽬部の⽌⽔処理
鋼⽮板継⽬からコンクリート打設に⽀障となるような浸透⽔が発⽣し

ている場合は、⽌⽔セメントにより⽌⽔処理を⾏う。

補助⾦具
（必要に応じてFB設置）

※2.断⾯修復
既設鋼⽮板に断⾯⽋損がある場合は、既設鋼⽮板の規格厚さから腐⾷

代分の厚さを除いた板厚以上の鋼板を溶接して補修することを原則とす
る。補修対象とする断⾯⽋損箇所については、監督職員と協議する。



①下地処理

②基礎砕⽯・
均しコンクリート打設

③ストパネル設置

④被覆コンクリート
ポンプ⾞打設

START

END

1. 基礎砕⽯（t=100mm）は、再⽣砕⽯40mmを使⽤して、⼟⽊⼯事共通
仕様書に基づき施⼯する。

2. 均しコンクリート（t=50mm）は、⽣コン（18-8-25BB）を使⽤して、
⼟⽊⼯事共通仕様書に基づき施⼯する。

基礎砕⽯

均しコンクリート

施⼯⼿順 ◆②基礎砕⽯・均しコンクリート打設 13

①下地処理

②基礎砕⽯・
均しコンクリート打設

③ストパネル設置

④被覆コンクリート
ポンプ⾞打設

START

END

1. 専⽤の接続⾦具を鋼⽮板に溶接して、ストパネルを固定する。
2. 接続⾦具の溶接時は、打設⾼1m以下で20mm以上、1m超えで30mm以

上の溶接⻑を確保する。
3. 溶接部が確実に接合されていることを打⾳確認する。
4. ストパネル破損の可能性があるので、溶接固定した後に、押引き等の

⼒を加えない。

溶接作業 溶接⻑の確認

施⼯⼿順 ◆③ストパネル設置-1 14

接続⾦具

溶接⻑

被覆コンクリート厚確認

コンクリート厚

①下地処理

②基礎砕⽯・
均しコンクリート打設

③ストパネル設置

④被覆コンクリート
ポンプ⾞打設

START

END

1. コンクリートの最⼤打設⾼さは、1.5mとする。
2.梱包を解いた後のストパネルは、平積み積み重ねをせず、もたせ掛けあるい
は縦置きで保管する。

3.ストパネルのハンドリング時は、⾓⽋け、ひび割れ等破損に⼗分注意する。
4. 1段⽬から順次、専⽤の接続⾦具を使⽤して、ストパネルを組⽴てる。
5. 1段⽬は基準となるので、⽔⽷を使⽤し、出⼊り、鉛直度に注意して組⽴て
る。

6. ストパネルの継⽬部はシリコンシ－リングを塗布する。

最⼤打設⾼さ1.5ｍ(ストパネル3段分） ストパネルの保管状況

施⼯⼿順 ◆③ストパネル設置-2 15

ストパネルの組⽴ 継⽬部シリコンシ－リング塗布

コーキング材
⽔⽷

1. 笠コンクリートの継⽬部に合わせて、伸縮⽬地材（t=10mm）を
設置する。

2. ⽬地材は、エラスチックフィラー10mmを使⽤する。

⽬地材設置完了

笠コンクリート⽬地部

⽬地材設置

⽬地材

①下地処理

②基礎砕⽯・
均しコンクリート打設

③ストパネル設置

④被覆コンクリート
ポンプ⾞打設

START

END

施⼯⼿順 ◆③ストパネル設置-3 16

⽬地材



①下地処理

②基礎砕⽯・
均しコンクリート打設

③ストパネル設置

④被覆コンクリート
ポンプ⾞打設

START

END

1. 上部のコンクリート投⼊⼝から、ストパネルと鋼⽮板の隙間にコンク
リートを打設する。

2. コンクリート打設前に監督員の⽴ち会い検査を受ける。
3. コンクリートの最⼤打設⾼さは、1.5mとする。
4. コンクリート打設は、棒状バイブレーターで充分に締め固めるものと

し、特に接続⾦具周りは⽬視にて確認する。

施⼯⼿順 ◆④被覆コンクリートポンプ⾞打設-1 17

段階確認状況

コンクリート締固め状況

施⼯段階確認⽬

⼯種 細⽬ 時期・頻度 確認内容 備考

ストパネ
⼯法

洗浄⼯ 作業完了時表⾯状況

ストパネル
設置⼯ 作業完了時外観、⾼さ、延⻑、

溶接状況

①下地処理

②基礎砕⽯・
均しコンクリート打設

③ストパネル設置

④被覆コンクリート
ポンプ⾞打設

START

END

1. コンクリートの打設中はストパネルの歪み、接続⾦具の緩み等を点
検する。

2. 打設終了後は、ストパネル表⾯のレイタンスを洗浄し除去する。
3. 施⼯後、表⾯変状(ひび割れ等）、段差、はらみを調査し監督職員

に報告する。

施⼯⼿順 ◆④被覆コンクリートポンプ⾞打設-2 18

コンクリート締固め状況

コンクリートポンプ⾞配置状況 レイタンス洗浄状況

施⼯前（供⽤後15年経過）

幅の広い⽔路の施⼯

施⼯年度：平成24年1⽉竣⼯
施⼯場所：新潟市南区茨曽根
施⼯施設：国営新村排⽔路

L=70ｍ A=161ｍ2

発注者：農林⽔産省北陸農政局

施⼯事例1 19

施⼯前（供⽤後26年経過）

施⼯年度：平成27年3⽉竣⼯
施⼯場所：新潟市⻄蒲区夏井
施⼯施設：夏井⽤⽔路

L=293ｍ A=400ｍ2

発注者：⻄蒲原⼟地改良区

曲線部の施⼯ 橋梁下の施⼯

施⼯事例2 20



施⼯年度：平成28年1⽉竣⼯
施⼯場所：新潟市江南区
施⼯施設：⼭崎排⽔路

L=15ｍ A=60ｍ2

発注者：農林⽔産省北陸農政局

施⼯後

施⼯事例3 21

施⼯前（供⽤後46年経過）

施⼯年度：平成28年1⽉竣⼯
施⼯場所：⽯川県⼩松市
施⼯施設：柴⼭潟幹線排⽔路

L=11.8ｍ A=24ｍ2

発注者：農林⽔産省北陸農政局

施⼯前 施⼯後

施⼯事例4 22

23

施⼯年度：平成29年2⽉竣⼯
施⼯場所：北海道斜⾥郡斜⾥町
施⼯施設：宇遠別川地区南3号排⽔路

L=332ｍ A=321ｍ2

発注者：国⼟交通省北海道開発局

施⼯前

施⼯事例5 23

施⼯後

施⼯年度：平成29年度3⽉竣⼯
施⼯場所：新潟市⻄区寺地
施⼯施設：寺地排⽔路

L=160ｍ A=193ｍ2

発注者：新潟市

施⼯事例6 24

施⼯前 施⼯後



施⼯前 施⼯後

施⼯年度：平成26年 7⽉竣⼯
施⼯場所：⻑岡市花園
施⼯施設：調整池鋼⽮板部

L=18ｍ A=47ｍ2 調整池 ⽮板護岸への適⽤

特殊な施⼯事例1 25

施⼯年度：平成28年12⽉竣⼯
施⼯場所：新潟市中央区浜浦町
施⼯施設：⽇本⻭科⼤学新潟⽣命⻭学部敷地造成

L=47ｍ A=76ｍ2

施⼯後施⼯状況

⼟留め⽮板への適⽤

特殊な施⼯事例2 26

流⼊⽔路部の処理
流⼊管渠部の処理

ウイープホール設置

集水管
ウイープ
ホール

特殊な施⼯事例3 27


